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No. 142 京大 広報

創 立80年を迎えて

総長岡本道雄

京都大学は，明治30年 (1897年） 6月18日に誕生，本年は創立80周年ということになる。

さきに昭和42年， 70周年記念式典が行なわれ，記念事業として，総合体育館，海外学術研究交流に対

する補助制度が設けられ，近く京大会館楽友会が生れようとしている。

それから10年経った80周年ということになると，さしづめ昭和43年から始まったいわゆる京大紛争を

ぬきにしては考えられない時期である。しかし， この紛争は京大の歴史として語るには余りにも新し

く，なお今日的なものとも言うべく，現時点においてその意味と歴史的位置づけを明確に語ることは不

可能と言わねばならない。

およそ大学の歴史というものは，欧米の大学と並べて語るとなると，世紀を単位として語らねばなら

ないと思うが，この意味では， 80周年は来るべきれlj立 100周年への心構えの時でもあろう 。70年では早

過ぎ， 90年では遅過ぎるのである。京都大学の歴史を振り返ってみて，この 100年間に京都大学は日本

の国家 ・社会の文化に対してどのような機能と役割を果したか，明治 ・大正 ・昭和の時代を通じてどの

ような社会的分野にどのような人材を送り出したか。京都大学で例人的又は組織的に進められた研究

は，近代日本および世界の学術研究の中でどのような評価と資格を与えられてきたか，更には京都大学

は他の日本の大学，ひいては日本の教育機構の中でどのような位置を占め，どのような役割を果して来

たか。ーーやがて来る 100周年の時，これらの諸点が深く省みられなければならないであろう。

20年後の初夏の祭典で，私どもは上述の諸点について，あるいは大きな誇りと満足を持つこともあろ

うし，あるいは深刻な悔恨と反省を感じることもあるかも知れない。大学というからには，50年を経な

いと定着した学風といったものは育たないし，また一旦定着した方向の修正には， 20年や30年はかかる

と思う。

このように思うと，世界的にみてなお若く，世紀lli位で・なおー才に満たない成長期にある京都大学を

今日構成している私どもにとって， 80周年を迎えることのな味と責任の主いことを感じるのである。

今日京都大学は，漸く静論をとりもどし，人文社会科学 ・自然、科学のあらゆる侃域で，何れかと言う

と基礎的なものに本来の特徴を持ちつつ研究が進められており，その成果は，大きく 学界の評価を受け

ている。海外との学術交流も盛んで・ある。学生の研修の実もあがっていると考えたい。

しかし，大学としては大きい問題をかかえ，緊張の中にあると言わざるを得ない。京都大学がその歴

史の中で本当の大学の確立のために果して来た役割の延長上にあって，なお「？定しうる判断に立ちたい

と念じているが，その極維な激動の渦中にあって80周年を迎え， 京都大学の創設の心の~~~かな発展を希

い，遇か吉田村の昔を想、うのである。

「学校から南，目をさえぎるものは，織物工場の建物と熊野村1社の森。神楽坂以前は一面の茄子畑，

春は万頃の黄すべて菜種であり，冬は校長官舎の池に明が下りたとし、ぅ 。北西は百万遍鐙紡工場あるか

なきかの田中村の果には北山が澗々と見陥るかされ， 麦の一，二寸のびる頃には， 宝後の声が長閑に教

室の生徒の眠りを誘っていた」 （『神陵小史』より）。

初旬修部閣部抑協由時必出掛封開係判部骨俗物部叫抑制必郁係研初判明判明時制括部制部品仲持出掛砂出抑制抽出掛僻

グラフで見る本学80年

1897年（明治30年）創立当時から現在に至る80年

聞の本学職員数，講座数，学生数，卒業者数およ

び建物 ・敷地面砧の推移の概況をグラフで表わす

と第 l図から第3図のようになっている。
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〔第 i図〕

職員数、講座数の推移
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学生数、卒業者数の推移
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京大広報 1977. 6. 15 

略 年 表 （〔 〕は一般的事項）

事 項

〔帝国大学令〕

〔日清戦争起こる〕

1886（明19)3 

1894（明27)8 

1897（明30)6 京都帝国大学創設．木下賢次，初代総長
に就任

9 

1899（明32)9 

12 

1903（明36)4 

1904（明37)2 

1906（明39)9 

1907（明40)7 

理工科大学設置，第 l回学生宣誓式挙行

法科大学 ・医科大学設置

附属図書館設置，医科大学附属医院設置

医科大学を京都医科大学と改称

〔日露戦争起こる〕

文科大学設置

理工科大学長久原羽弦，総長事務取扱を
兼任

10 I岡田良平，総長に就任

1908（明41)1 I岡田総長の次官就任により ，本学総長を
兼任

9 I l菊池大麓，総長に就任

1911（明44)a I京都医科大学を医科大学と改称

1912（明45)s I理工科大学長久原射弦，総長に就任

1913（大 2)s I深柳政太郎，総長に就任

7 I津柳総長， 7教授に辞表の提出を求める
（惇柳事件）

1914（大a)4 I医科大学長荒木寅三郎，総長事務取扱を
兼任

7 I理工科大学は工科大学と理科大学に分離
〔第 1次世界大戦起こる〕

8 I東京帝国大学総長山川健次郎，本学総長
を兼任

1915（大4)6 I医科大学長荒木寅三郎，総長に就任

1919（大8)2 I分科大学を学部に改称

5 I経済学部設置

1920（大9)1 t 〔国際連盟発足〕

1922（大11)6 I創立25周年記念式

1923（大12)9 〔関東大震災〕

11 j旦学部設位

1924（大13)5 山学部附脳出場，｜寸前習林設位

1925（大14)2 本部本館峻工

12 京都学連事｛＇j:

1926（大15)10 化学研究所設置

1928（昭3)4 河上準教授辞職

1929（昭4)3 理学部教段新城主行政，総長に就任

5 化学研究所，大阪府三島郡に拶転

1931（昭6)9 〔満州事変起こる〕

1933(1l[l 8) 3 文学部教段小西垂直，総長に就任

5 滝川幸辰教J受休職を命ぜられる（沌川事
件）

6 経済学部長山本美越乃，総長事務取扱を
兼任

1 I理学部教綬松井元興，総長に就任

1931(11r312) 6 I：文学部教授出田耕作，総長に就任

7 I〔日華事夏、起こる〕

戸 一瓦｜事 項

!Ii則 昭13)4 I〔国家総動員削

1 I工学部長平野正雄，総長事務取扱を兼任

11 I文学部教授羽田亨，総長に就任

1939（昭14)s I臨時附属医学専門部設置

8 I人文科学研究所設置

9 I〔第2次世界大戦起こる〕

1940（昭15)1 I学旗および学歌制定

1941（昭16)3 I結核研究所設置

11 I工学研究所設置

12 I〔太平洋戦争起こる〕

1943（昭18)10 I〔学生 ・生徒の徴兵猶予の停止〕

11 I出陣学徒壮行式

12 I 「京都帝国大学史」出版

1944（昭19)s I木材研究所設置

8 I〔学徒勤労令の公布〕

1945（昭2ο）8 I〔太平洋戦争終わる〕

9 I原子燥野総合調査団，広島県で迎灘

11 I工学部教俊烏養利三郎，総長に就任

1946（昭21)9 I食糧科学研究所設位

11 I〔日本国憲法の公布〕

1947（昭22)3 I〔教育基本法 ・学校教育法の公布〕

10 I京都帝国大学を京都大学と改称，創立
50周年記念祝賀式典， 〔国家公務長法の
公布〕 ’ h 

1949(11日制） 1 I〔教育公務員特例法の公布〕

4 I人文科学研究所に「東方文化研究所」と
「西洋文化研究所」とを統合

5 I ~国立学校設置法の公布〕
新f制京都大学設置，教育学部設置，分校
設時，第三高等学校 ・附属医学専門部を
包括，京大1議婦のtl<用につき紛争起こ
る

6 I〔朝鮮戦争起こる〕

11 I理学部教授湯川秀枇ノーベノレ物理学:i'.t
受以

II 195仰 B25)3 I第三高等学校廃止

’ s I宇治分校の開校

11 I前進座の公演をめぐり学生，聖子祭と対立

1951（昭26)4 I防災研究所設置

11 I医学部教授服部駿治郎，学長に就任．天
皇本学ご訪問．その際，l強ぎ起こる

I952CllB27) 3 I附属医学専門部廃止

1953（昭28)4 I新制大学院設置（ 8研究科設位）

8 I基礎物理学研究所設置

11 I荒神橋にて学生，警官と衝突

12 I法学部教授滝川幸反，学長に就任

19s4c1rr129) 4 I分校を放養部と改称（学内措置）

6 I学長を総長と改称

1955（昭30)4 I新制大学院医学研究科設置

6 I沌川総長への暴行事件

- 7一 653 
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年 月

1956（昭31)4 

5 

10 

12 

1957（昭32)12

1960（昭35)4 

1961（昭36)5 

1962（昭37)4 

1963（昭38)1 

4 

12 

1965(11340) 3 

4 

1966(Jl(',41) 4 

6 

1967(11出2)6 

事

ウイノレス研究所設置

教育学部，熊野機内に移転

〔大学設置基準の制定〕

〔国際連合に加盟〕

項

医学部教授平津興，総長に就任

薬学部設位

宇治分校廃止，工業教日益成所設置

経済研究所設置

東南アジア研究センタ ー設置〔学内措置〕

教養部設置，数理解析研究所設置，原子
炉実験所設置

J::l学部教授奥田東，総長に就任

教育学部，本部構内に移転

東南アジア研究セソター設世

保健管理センター設置

工学研究所，宇治構内に移転

霊長類研究所設置．結核研究所を結絞胸
部疾患研究所と改称．奥田総長， 「自衛
官の入学」について見解を表明

11 I創立70周年記念式典， 「京都大学七十年

1968(11[.)43) 2 

5 

1969(11344) 1 

史」出版

〔学園紛争起こる〕

化学研究所，宇治構内に移転

奥田総長， 「学生部の封鎖の事態」につ
いて所信友明

4 I大型計算機センター設置

5 I京大広報第 1号発行

6 I大学問題検討委員会設置

s I〔大学の運営に関する臨時措位法の公布〕

9 I 智察力の導入により時計t/S~'fの封鎖を解

1牛月｜

卜971（昭4勺

1972(1沼47)3 

事 項

医学部附属病院の新病棟への移転

工学研究所を原子エネルギー研究所と改
称，放射性同位元素総合センタ ー設置

総合体育館および附属プール竣工

廃棄物処理等専門委員会設置

体育指導センタ ー設置， 〔テルアピプ空
港事件〕

7 I教育学部教授会，教育実習オリエンテー
ションにかかる差別問題について声明を
発表

9 I大学問題検討委員会， 「大学の未来像に
ついて」答申

11 I前回総長，有害物質の排出に関して声明
を発表

1973（昭48)1 I評議会，経済学部竹本信弘助手の分限処
分の審査を開始．同和問題委u会設位

z I大学院制度検討委員会設世

6 I大学問題検討委員会， 「総長選挙制度の
改正について」答申

7 I大学問題検討委員会廃止

10 I総長選考基準の改正

12 I医学部教授岡本道雌，総長に就任
評議会，経済学部竹本信弘助手の分！浪処
分の審査の休止を了承

1!:174（昭49)6 I〔大学院設置基準の制定〕

10 I部局長会議，参議院文教委員会の訓査に
ついて基本的見解を確認

1975(111350) 3 I大学院制度検討委員会， 「大学院；！：IJ度の
改革について」答申

4 I医療技術短期大学部設置

1976(11日51)5 Iへリオトロン核融合研究センタ ー設位．

除 11

白放射線生物研究センター設位．大学院：f,IJ
度検討委員会， 「大学院に関する諸規程
の改止について」答中

12 

1970(Jli'J45) 1 

工学部教授前田敏労，総長に就任 11 6 

大学問題検討委員会， 「教ft~程の改善 II 1977(11(352) 2 

大学院の管理運営に関する規程等のjlliJ定

評議会，経済学部竹本位弘助手の分｜彼処
分の審査を再開について」~＂』

3 I工業数日養成所廃止

5 I防災研究所，宇治構内に移転

9 I食粗科学研究所，宇治構内に移転

く大学の動き＞

分限処分の審議経過（4)

本学経済学部竹本信弘助手の分｜浪処分の審査に

ついては， 5月31日開催の評議会において参考人

（竹本信弘助手の夫人竹本宮美子さん）の陳述を

得， 6月7日開催の評議会において陳述内容につ

旬年史料委員会について

（委員会の目的）京都大学句年火料委員会は，

3 大学院制度検討委員会廃止

4 I器産保全…一設位環境保叫

いて机重な審議を行ないました。

また，仙の参必人の要5111も含め慎重に審議検討

の粘果，今回を以て参考人の問題は終了すること

となりました。

昭和52年6月7日

京部大学総長岡本道雄

昭和51年 7月21円同要項がi市町長会議の請を経て

総長改定され， Ill]和51年 9月6日発足したもので

ある。
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この委員会は 「京都大学七十年史」刊行後の本

学関係、史料を収集 ・整理し，句年史料を編集する

ことを目的とするものである。（1）注意すべきこと

は，旬年史をつくることではないこと。（2）将来，

ふりかえって京都大学の歴史をまとめる必要が生

じた場合に，そのよりどころとなる史料をあつめ

ておくことにつきること。このことは，七十年史

を編纂する際に，よるべき史料が分散し， その収

集 ・整理に多大の困難を感じたという体験に基づ

くものである。

（史料の選択）将来いろいろの角度からこの史

料は利用されると思うので，どの史料を選択 ・保

存すべきかということについて，今時点の担当者

の主知をできるだけ排除することが必要であると

いうのが委員会の見解である。しかしそのことに

充分に対処しようとすれば，できるだけ広い範囲

にわたって収集 ・整理することが翌求されてくる

が，それにもおのずから限界がある。その点が今

後の進展につれて囚貫性な問題点となろう。つま

り，将来利用され保存されやすいためには，今日

の作業を可能で効率的な規校にとどめておくこと

もやむをえないが，反而選択することによって，

それからもれたものが後に入用となっても困るか

らである。

（委員会の梢成）委日会は，学部 ・ 教~部の長

またはそれに代わる教授，若干の研究所長または

それに代わる教授，附田図古館長，事務局長，学

生部長などから構成されており，その委日長には

林n:.平附属図；！？館長，別委日長には椛畑茂j]ij理

学部長が選出され，その事務は附属図書館事務部

があたることになった。この委日会は，すでに三

回聞かれているが，そこではこの事業の基本方針

を定め，実際の活動は名部局や小委口会に委ねる

のが妥当であるとの立見が大勢をしめたので，委

「京都大学建築80年のあゆみJの刊行

このたび、京大広報別刷として『京都大学建築80

年のあゆみ』が刊行される。本書は，本学キャン

パス全般にわたる諸建築の歴史を概観し，あわせ

て庇史的建築物の保存への判断資料とすることを

員会では編集の大綱を定めるだけにとどめた。

（作業の連絡調整）このようにして，実際の活

動は各部局などに委ねられ，ある程度自主的に行

なわれることになったが なるべくその聞の連絡

調整をはかつて，ひいては，それぞれの部局の資

料の相互の利用の便宜をはかりたいと考えて，そ

のための述絡委民会を設けている。

本部，学生部，附属図書館ならびに全学的事項

を扱ういわば総記にあたる部分の連絡調整のた

め，別に専門委員を総長より委嘱し，史料委員会

の委員若干名と共に専門委日連絡委員会を構成し

（委員長林附属図刊館長，{;ii］委日長高村仁一

工学部教授）， またその他の部局聞の述絡をはか

るため，各部同から部局委只を選出してもらい，

その委員と史料委日会委日若干名で部局委口述絡

委日会（委日長林附属図~＇i：館長，別委日長 7古

田和久理学部教授）を設けている。両者とも二，

三回開催され， iH名調整にあたっている。

（作業の進展）今日の段階では，内休となる各

部同で編年体でi沼町の推移をとらえることに専念

しているが，それがあらかた完了するのに今少し

川町を要するようである。この作業が一段存与すれ

ば，それらのτFJJ'iにかかわる火料の選択，所：（Eの

確認を行ないたし、と考えている。できれば今年度

内に終えたい（対象は木年度11Jまでの史料として

いるので）が，種々の＇fHi'iで1並行ーが了’定よ り少し

おくれて米ているので，少し包がねばと考えてい

る。全学問~＇M干｛犯の術iW,JJを改めてお町！~、する次

第である。

なお名委日会は，統ーを欠くことのないように

委日長を共通にしたが， 1<r委n会の）¥]5＇）：：；について

は別委只長に多大の御援Iめないただいている。

（委日長林 良平）

目的としている。本書は，通常の京大広報とは配

布の仕方を異にし，本学図古館，各部局図書室等，

特定の場所に備えイ、J・けられる予定である。

本学はれI］設以来80年，第三高等中学校日I］設以来

90年を超す歴史を有し，キャンパス内には消部局

のれI］設とその発展を記念するにふさわしい建築物
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が見られる。その中には，文化財保護法により名

勝指定を受けている 「－荷風荘」， あるいは！日石油

化学教室建物，本部正門等明治 ・大正 ・昭和初期

にかけての大学固有の歴史的建築物があり ，今後

の本学発展のためにも，その保存と開発の調和が

新しい課題となってきている。

る。

本学建築委員会では，昭和49年12月に「歴史的

建築物保存調査専門委員会」 （委員長横尾義貫

工学部教授）を発足させ，これら歴史的建築物の

保存に関する調査研究を委嘱してきた。

この『京都大学建築80年のあゆみ』は，工学部

建築学教室建築史研究室が中心となり，本学の歴

史的建築物に関する調査 ・研究及び原稿執筆 ・編

集が行なわれ，上記専門委員会で取りまとめられ

たものである。内容は，以下の各章から成ってい

第 1 ~ 京都大学キャ ンパスと周辺地域の前史

第 2章京都大学キャンパスの誕生

(1）第三高等中学校の創立（2）京都帝国大学

の創立

第 3章京都大学キャンパスの変遷

(1）変遷の概要 (2）営繕組織と建築物 (3）本

部構内の変遷 (4）医学部構内の変遷 (5）病

院構内の変遷 (6）北部構内の変遷 (7）南部

構内の変遷 (8）西部構内，その他構内の変

遷 (9）建築意匠の変遷

第 4章京都大学キャンパスの未来

(1）歴史的環境の評価 (2）歴史的環境再生の

手法 (3）歴火的環境の未来

%勿高抑制抑制抑制判明抑判明羽部却損括部制0持初制初判部判明初判明判明判部判明信部俗郁郁必持切部必出何時多

日 誌

(1977年5月1日～ 5月31日）

5月7日 インド国駐日大使館参事 A.N目 Ram氏文学 授 Murray. Wolfson氏経済学部を訪問し

部を訪問 講i'.ii1

10日 評議会 20日 フランス図マノレセイユ大学医学部長Maurice

11目 安全委員会 Toga氏外19名医学部及び附属病院訪問

12日 フィリピソ阿東方大学経済学部教授 Grego- 21日 ソビエト述邦共和同｜司立モスクワ同際関係大

rio. S. Milanda氏東南アジア研究センタ ー 学学長補佐アナト ーリー ・V・トノレタノフ氏

を訪問 外1名工学部を訪問

17日 3干議会 24日評議会
，， 環境保全委日会 27日 フランス問ボノレド－w三大学教授G.Dupeux

20日 同和問題委日会 氏人文科学研究所でi；詩的
，， 木材研究所公開；陥if会 30日 己主位授与式
，， アメ リカ合衆国オレコソ州立大学経済学部教 31日評議会

言ト 報

5月13日 橋本俸左術門名？？教授（元民学部教授）逝去 25日 有賀鉄太郎名誉教授（元文学部教授）逝去

創立記念日行事講演会の開催時刻変更

創立記念日行事の江崎玲於奈氏の講演会は，開催時刻を午後3時に変更いたします。 （学生部）

． 
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